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業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 

 
 

最近の業績動向を踏まえ、2023年 6月 1日に公表しました 2024年 4月期の業績予想を下記のとおり修正

いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．連結業績予想の修正について 

（１）2024年４月期第２四半期（累計）（2023年 5月 1日～2023年 10月 31日）  

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 
（普通株式） 

１株当たり 
四半期純利益 
（第１種優先株式） 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭 

232,000 12,500 12,600 8,050 64.91 70.91 

今回修正予想（B) 242,000 17,000 18,000 11,200 91.00 97.00 

増減額（B－A） 10,000 4,500 5,400 3,150     

増減率（％） 4.3 36.0 42.9 39.1     

（ご参考）前期実績 

（2023年４月期第２四半期） 
227,262 11,335 12,548 7,923 64.14 69.14 

   
 

  

（２）2024年４月期通期（2023年 5月 1日～2024年 4月 30日）  

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 
（普通株式） 

１株当たり 
当期純利益 
（第１種優先株式） 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭 

440,000 21,000 21,000 13,500 108.33 120.33 

今回修正予想（B) 450,000 23,200 24,200 14,700 119.00 131.00 

増減額（B－A） 10,000 2,200 3,200 1,200     

増減率（％） 2.3 10.5 15.2 8.9     

（ご参考）前期実績 

（2023年 4月期） 
431,674 19,588 20,341 12,888 103.82 113.82 

 

 

 

 

 

 

 



２．個別業績予想の修正について 

（１）2024年４月期第２四半期（累計）（2023年 5月 1日～2023年 10月 31日）  

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益 
（普通株式） 

１株当たり 
四半期純利益 
（第１種優先株式） 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭 

171,800 10,000 11,020 7,660 61.68 67.68 

今回修正予想（B) 178,800 13,000 14,800 10,200 83.00 89.00 

増減額（B－A） 7,000 3,000 3,780 2,540     

増減率（％） 4.1 30.0 34.3 33.2     

（ご参考）前期実績 

（2023年４月期第２四半期） 
167,752 9,017 11,002 7,758 62.78 67.78 

 

  

（２）2024年４月期通期（2023年 5月 1日～2024年 4月 30日）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 
（普通株式） 

１株当たり 
当期純利益 
（第１種優先株式） 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭 

321,500 17,000 18,600 13,000 104.20 116.20 

今回修正予想（B) 326,600 18,400 20,700 14,400 117.00 129.00 

増減額（B－A） 5,100 1,400 2,100 1,400     

増減率（％） 1.6 8.2 11.3 10.8     

（ご参考）前期実績 

（2023年 4月期） 
315,025 16,785 18,864 13,281 107.07 117.07 

 

 

３．業績予想の修正理由 

 第２四半期連結累計期間につきましては、原材料等の高騰の影響はあったものの、国内外における行動制限等

の解除に伴う人流の増加やインバウンド回復等による需要の回復が当初の見込みを上回ったこと、また、製品構

成の変化による収益性の改善、生産・物流等の効率化が順調に進捗したことにより、売上高、利益ともに、前回発

表予想を上回る見込みです。 

 通期業績につきましては、第３四半期以降も引き続き原材料等の高騰の影響はあるものの、売上高、利益とも

に、前回発表予想を上回ると予想しております。 

 

※上記業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績等は、今後の様々

な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


